
○

公
認
会
計
士
試
験
規
則
（
平
成
十
六
年
内
閣
府
令
第
十
八
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
試
験
期
日
等
の
公
告
等
）

（
試
験
期
日
等
の
公
告
）

第
一
条

公
認
会
計
士
試
験
の
日
時
及
び
場
所
そ
の
他
公
認
会
計
士
試
験
の
施
行

第
一
条

公
認
会
計
士
試
験
の
日
時
及
び
場
所
そ
の
他
公
認
会
計
士
試
験
の
施
行

に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
、
公
認
会
計
士
・
監
査
審
査
会
（
以
下
「
審
査
会
」

に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
、
公
認
会
計
士
・
監
査
審
査
会
（
以
下
「
審
査
会
」

と
い
う
。
）
が
決
定
し
、
あ
ら
か
じ
め
官
報
で
公
告
す
る
。

と
い
う
。
）
が
決
定
し
、
あ
ら
か
じ
め
官
報
で
公
告
す
る
。

２

審
査
会
は
、
公
認
会
計
士
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
受
験
の
申
込
み
及

（
新
設
）

び
受
験
を
す
る
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
は
、
官
報
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
周
知
さ
せ
る
も
の
と
す
る

。
３

公
認
会
計
士
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
受
験
の
申
込
み
及
び
受
験
を

（
新
設
）

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
会
の
定
め
に
従
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
受
験
願
書
）

（
受
験
願
書
）

第
三
条

公
認
会
計
士
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
審
査
会
の
定
め
る
様
式

第
三
条

公
認
会
計
士
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
一
号
様
式
に
よ
る
受

の
受
験
願
書
を
公
認
会
計
士
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
所
を
管
轄
す
る
財
務

験
願
書
に
写
真
及
び
整
理
表
を
添
付
し
、
公
認
会
計
士
試
験
を
受
け
よ
う
と
す

局
長
（
当
該
場
所
が
福
岡
財
務
支
局
の
管
轄
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
は
、
福
岡

る
場
所
を
管
轄
す
る
財
務
局
長
（
当
該
場
所
が
福
岡
財
務
支
局
の
管
轄
区
域
内

財
務
支
局
長
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
経
由
し
て
、
審
査
会
の
会
長
（
以

に
あ
る
場
合
に
は
、
福
岡
財
務
支
局
長
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
経
由
し

下
「
会
長
」
と
い
う
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

て
、
審
査
会
の
会
長
（
以
下
「
会
長
」
と
い
う
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

公
認
会
計
士
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
九
条
第
三
項
又
は
第
十
条
第

（
新
設
）

二
項
の
申
請
は
、
第
一
項
の
受
験
願
書
に
法
第
九
条
第
三
項
又
は
第
十
条
第
二



項
に
規
定
す
る
試
験
の
免
除
を
希
望
す
る
旨
を
記
載
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

４

前
項
の
申
請
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
法
第
九
条
第
三
項
の
申
請
に
つ
い

３

公
認
会
計
士
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
九
条
第
三
項
の
申
請
は
、
第

て
は
第
九
条
第
二
項
の
書
面
の
写
し
を
、
法
第
十
条
第
二
項
の
申
請
に
つ
い
て

九
条
第
二
項
の
書
面
の
写
し
を
、
法
第
十
条
第
二
項
の
申
請
は
、
第
九
条
第
三

は
第
九
条
第
三
項
の
書
面
の
写
し
を
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
項
の
受
験
願
書
に
添
付

項
の
書
面
の
写
し
を
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
項
の
受
験
願
書
に
添
付
し
て
し
な
け
れ

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ば
な
ら
な
い
。

（
試
験
免
除
の
申
請
等
）

（
試
験
免
除
の
申
請
等
）

第
五
条

法
第
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
十
条
第
一
項
の
申
請
は
、

第
五
条

法
第
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
十
条
第
一
項
の
申
請
は
、

審
査
会
の
定
め
る
様
式
の
公
認
会
計
士
試
験
免
除
申
請
書
を
会
長
に
提
出
し
て

第
二
号
様
式
に
よ
る
公
認
会
計
士
試
験
免
除
申
請
書
を
会
長
に
提
出
し
て
し
な

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
に
規
定
す
る
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
に
係
る
試

３

第
一
項
に
規
定
す
る
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
に
係
る
試

験
を
免
除
し
、
又
は
免
除
し
な
い
こ
と
と
し
た
と
き
は
、
会
長
は
、
そ
の
旨
を

験
を
免
除
し
、
又
は
免
除
し
な
い
こ
と
と
し
た
と
き
は
、
会
長
は
、
第
三
号
様

申
請
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

式
又
は
第
四
号
様
式
に
よ
り
そ
の
旨
を
申
請
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

４
・
５

（
略
）

４
・
５

（
略
）

（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
提
出
等
の
特
則
）

第
十
条

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
平

（
新
設
）

成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
情
報
通

信
技
術
利
用
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す

る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
第
三
条
第
一
項
の
受
験
願
書
の
提
出
、
同

条
第
三
項
の
申
請
又
は
第
五
条
第
一
項
の
申
請
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
提

出
等
」
と
い
う
。
）
を
行
う
者
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
の
所
管
す
る
金
融
関
連

法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律



施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
内
閣
府
令
第
十
三
号
）
第
三
条
第
三
項
の
規
定
は
、

適
用
し
な
い
。

２

前
項
の
提
出
等
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
提
出
等
を
行
う
者
の
氏
名
そ
の
他

必
要
な
事
項
を
審
査
会
が
指
定
す
る
方
法
に
よ
り
届
け
出
る
と
と
も
に
、
審
査

会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
定
さ
れ
た
識
別
番
号
及
び
暗
証
番
号
を
情
報
通

信
技
術
利
用
法
第
三
条
第
一
項
の
申
請
等
を
行
う
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算

機
か
ら
入
力
し
て
提
出
等
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
の
場
合
に
お
け
る
情
報
通
信
技
術
利
用
法
第
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る

氏
名
又
は
名
称
を
明
ら
か
に
す
る
措
置
で
あ
っ
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は

、
前
項
の
識
別
番
号
及
び
暗
証
番
号
を
同
条
第
一
項
の
申
請
等
を
行
う
者
の
使

用
に
係
る
電
子
計
算
機
か
ら
入
力
し
て
提
出
等
を
行
う
こ
と
を
い
う
。

（
受
験
手
数
料
の
納
付
）

第
十
一
条

法
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
受
験
手
数
料
は
、
第
三
条
第
一
項

（
新
設
）

の
受
験
願
書
に
、
施
行
令
第
六
条
に
規
定
す
る
金
額
に
相
当
す
る
額
の
収
入
印

紙
を
貼
っ
て
、
納
付
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
情
報
通
信
技
術
利
用
法
第

三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し

て
第
三
条
第
一
項
の
受
験
願
書
の
提
出
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
提
出
を

行
っ
た
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
た
納
付
情
報
に
よ
り
納
付
す
る
と
き
は
、
現
金
を

も
っ
て
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



削る 第一号様式（ ）
受験番号※

平成年公認会計士試験受験願書 財務局

財務支局第号

総合事務局

公認会計士・監査審査会会長殿平成年月日受験手数料に該当

する金額の収入印

。

紙添付 平成年公認会計士試験を受験したいので申し込みます

（ ）消印しないこと

ふりがな 生年月日 〒

明治

氏名 大正年月日現住所

昭和

（ ） （ ）ふりがな 平成年齢才 TEL

［ （上記の現住所欄の電話番号以外で緊急の場合等の連絡先

） ］旧姓 性別男・女緊急連絡先電話番号を必ず記入すること

（ ） （ ）（ ）改姓年月年月 携帯・勤務先・帰省先・その他・なしTEL

〔 〕旧姓欄は願書に記載した氏名と添付書類の氏名が異なる場合にのみ記入すること

、 。



削る 第二号様式（ ）

（ ）日本工業規格Ａ４

公認会計士試験免除申請書

平成年月日

公認会計士・監査審査会会長殿

住所

氏名

公認会計士試験について下記のとおり試験の免除を申請します

、

。

記

１. 公認会計士法第９条第１項の規定に基づき短答式による試験

、

の全部免除を受けることの有無

２. 公認会計士法第９条第２項の規定に基づき短答式による試験

、

のうち免除を受けようとする試験科目

３. 公認会計士法第条第１項の規定に基づき論文式による試験10

、

のうち免除を受けようとする試験科目

添付書類

上記１については短答式による試験の全部免除を受ける資格

、

を有することを証する書面

上記２及び３については当該科目の試験の免除を受ける資格

、

を有することを証する書面



削る 第三号様式（ ）

（ ）日本工業規格Ａ４

第号

公認会計士試験免除通知書

平成年月日

殿

印公認会計士・監査審査会会長

平成年月日付で提出された公認会計士試験免除申請書につ

いて審査した結果下記の試験について免除することとしましたの

、

、 。

で通知します

記



削る 第四号様式（ ）

（ ）日本工業規格Ａ４

第号

公認会計士試験を免除しないことの通知書

平成年月日

殿

公認会計士・監査審査会会長 印

平成年月日付で提出された公認会計士試験免除申請書につ

いて審査した結果下記１の試験については下記２の理由により免

、

、 。

除しないこととしましたので通知します

記

（ ）１. 免除しない試験科目

２. 免除しない理由


